



高 橋 一 夫
〔抄録〕
現在,生 涯教育 ・生涯学習の意義や重要性が広 く認識され,様 々な取 り組みが行わ
れてきている。 しか し,生 涯学習の必要性を認識 していることと,実 際に生涯学習の
実践者であることは必ず しも合致 していない。そのことから,学 習機会への参加に際
し,そ れを阻害する要因が存在すると考えられる。
そこで本論文では,実 際に学習機会に参加 している学習者に対し質問紙調査を行い,
その分析 をとお して学習阻害要因を明 らかにした。また,学 習者の属性 に注 目し,学
習機会への適応度についても分析 をお こなった。その結果,学 習者の属性によって,
また同 じ属性であっても,過 去の学習経験などから違いがみ られた。それ らのことか
ら学習者の捉え方が,学 習機会における学習者の参加を支援する方策を導 くために重
要な視点になることが伺えた。




高等専門学校に進学 した者(就 職進学 した者を含み,浪 人は含まない)は 男性で94.8%,女 性
で97.0%で あ り,男 女計95.9%の 割合であった。また,大 学 ・短期大学への進学率は,過 年度
高等学校卒業生(浪 人)を 含み47.3%(全 国)と なっている。この様に後期中等教育機関や高
等教育機関への進学が高まったことが高度経済成長の礎 となり,艟 済発展 などを支えて きた。
また逆にそれ らによって進学率が高まってきたともいえる。しか し昨今,学 校における病理現
象 として,い じめや学級崩壊,ま たいわゆる 「ムカつ く」,「キ レる」児童 ・生徒の問題などが
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教育現場 を困惑 させ,そ の対応 に関係者が苦慮 している事実がある。くわえて地域社会の絆が
薄れ,地 域 における住民共通の課題が解決 されにくい状況にある。地域 における社会教育施設
が十分に活用されてお らず,地 域の特性を生か し,個 々人のアイデンティティを尊重 した開か
れた教育機能が発揮 しきれていない憾がある。このような現代教育における課題の解決に貢献
することができると 「生涯教育」という概念が注目されている。
生涯教育の理念 とその考察が提案 された社会的背景 としては,急 変する社会に対応できる能
力を身につける必要性が生 じたことや,さ まざまな学習活動 を通じて自己実現を図 りたいとい
う人々の欲求が高まったこと,受 験競争の激化,学 業不振児や非行問題の増加,学 歴主義の進
行などの様々な教育問題の解決策 として,新 しい教育理念の創出などが期待 されていたことが
あげられている。
生涯教育及び生涯学習とは現行の教育制度を再編成すること,及 び教育制度の範囲外の教育
におけるすべての可能性を発展させることを目的とし,社 会的,経 済的,宗 教的などの理由に
よって教育の権利を保障されていなかった人々にも,教 育の機会を保障することが生涯教育の
実現につながるとしている。
このように生涯教育についての意義や重要性が認識 され,様 々な取 り組みがおこなわれてき
ている。そ して,社 会変化によって問題の多い現代ではあるが,生 涯を通 じて学び続け,よ り
善 く生 きる努力を惜 しまない人々も増えつつあり,学 習機会に対する需要 も高まってきている。
このような学習機会に対する学習者の意識の高まりは,多 くの人々が生涯にわたって学習する
ことの意義を認識 しているといえ,我 が国においても生涯学習社会への移行が進み,生 涯学習
の時代が到来 しつつあるといえる。
ところが,学 習の必要性を認識 していることと,実 際に学習の実践者であることとは必ず し
も合致 していない現状がある。つ まり,学 習機会への参加を希望 している人の全てが学習を実
践で きているわけではないのである。言い換えれば,生 涯学習機会に参加する学習者には,実
際に学習活動を行 うまでに様々な制約や問題が存在するといえる。学習機会に参加することを
希望 している学習者が,思 い通 りに学習機会に参加できないという問題点は,す なわち生涯学
習社会を実現するにあたっての解決すべ き課題である。
そこで本論文では,学 習機会への参加 を阻害する要因を明らかにすることによって,生 涯学
習機会に参加する学習者の現状を捉え,生 涯学習機会における学習者の参加 を支援するシステ
ムの構築についての方策を検討することを主旨とする。
検討方法は,ま ず,先 行研究か ら生涯教育および生涯学習機会に対する人々の意識について
検討する。特に学習機会に参加する際に阻害要因 となる事項について考察 し,そ れら阻害要因
と学習者の属性について見ていくことにする。
次に,実 際に学習機会に参加 している学習者が どのような点を阻害要因 として受け取ってい
るかを質問紙調査か ら明 らかにし,学 習者の属性 と関連 して検討 して行 くことにする。そ して,
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得 られた結果から,学 習者の属性 に応 じた学習機会への参加を支援する方策を導 き出したいと
思う。
第1章 わが国 にお ける生 涯学 習機 会 へ の学習 者の参 加状 況
第1節 学習意欲と学習機会への参加状況の格差
生涯学習時代の到来といわれ,様 々な学習機会が提供 されつつある今 日,生 涯学習機会への





査の結果では約9割 の成人が生涯学習の必要性を認識 している。 しかし,実 際に学習を行った
ことがある人の割合 を見てみると,第1回 調査では40.2%で あり,第2回 調査では50.4%で あ
り,第3回 調査では45.0%に とどまっている。このことか ら,学 習活動に関心を持っているか
らといって全ての人々が実際に学習活動を行っているわけではないことがわかる。また,過 去
1年 間に何かを学んでみたいと思いなが ら学ぶことができなかった経験 を尋ねたところ,第2
回調査で31.1%,第3回 調査で39.1%と 全体の3～4割 の者があると回答 している。つ まり,
成人の場合では学習への希望や意欲はあっても現実には生活上の様々な制約か ら,そ れを行動
に移せずにいる場合がある。また,実 際に学習活動を始めても中断せざるを得ない状況も伺え












私達が目指 している生涯学習社会 とは,誰 もがより善 く生きるために,学 びたいことを学ぶ
ことがで きる社会であ り,そ のために様 々な学習機会が整備 されている社会であるといえる。
そ して人生の限られた期間である子 どもか ら青年 までの問に,知 育を中心 として行われる学校




あ くまで学習者自身の意思であ り,そ の学習を行いたい という積極性によるものである。 しか




このようなことか ら,生 涯学習機会における学習者の参加 を支援するには,そ れ らの不平等
を是正することがなによりも急務 となって くるといえる。 まず,具 体的に,ど のようなことが
らによって学習機会への参加を阻害されているのかを明らかにし,そ れら学習阻害要因に対応
する方策を見出 して行 くことにする。では実際に,学 習機会における学習者の参加を阻害する
ほ ラ
要因 とはどのようなものがあるのだろうか。様々な先行研究の調査か ら,学 習活動の主な阻害
要因 として,時 間の問題,学 習を行う機会やきっかけがない,費 用がかかるといった理由が上
位にあがっていることがわかる。 このように成人の生涯学習参加における阻害要因を把握する
くらラ
ために,ゴ ー ドン・G・ダーケンバル トは阻害要因の類型化 を試みている。彼によると成人の阻
害要因を外的なものと内的なものに分けたうえで,外 的なものには 「学習者の境遇に起因する
障害」,「制度に起因する障害」,「情報に関する障害」が,ま た内面的なものには 「心理的 ・社
会的障害」があることを指摘 している。次章では学習者が学習機会に参加するまでに解決 しな
ければならない問題点に注 目し,通 信教育を受講 している学生の学習阻害要因か ら考察 してい
くことにする。





を得 ない状況になることが少なか らずあることが伺 えた。では,現 在の学習者にも同じような
阻害要因が働いているのだろうか,ま た,学 習者の属性 と阻害要因にはどのような関係がある




調査対象:佛 教大学通信教育課程に在学する380名 。調査時期:1998年8月 下旬
調査方法:自 記式質問紙(資 料1)の 集団記入法。分析方法:調 査統計パッケージSPSSに よっ
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た。また,グ ラフは表計算ソフ トExcelに よった。
【分析の目的】
実際に学習機会に参加 している学習者が,ど のようなことについて学習阻害要因になると考




査対象の属性を調べ,そ れ らの属性 と学習阻害要因についての分析をおこなう。今回の調査対
象の属性 として特徴的であったのは,専 門学校 に通いながら通信教育 を受講するダブルスクー
ル生(以 下,WS生 と略記)が 多 く存在 していたことである。そこで調査対象を大きくWS生
群 と一般学生群の2つ に分けて分析を行うことにする。
【調査対象の属性】
性別では,全 体で男性が37.0%,女 性が63.0%で あ り,女 性が約6割 を占めている。一般学
生では男性が31.7%,女 性が68.3%で あ り,WS生 では男性が44.6%,女 性が55.4%で あった。
全体の平均年齢は27.1歳(標 準偏差=10.2)で あ り,一 般学生の平均年齢は32.3歳(標 準偏
差=10.6),WS生 の平均年齢は19.9歳(標 準偏差=1.9)で あった。全体的に中高年の学生では
女性の占める割合が高 くなることがわかる。また,WS生 は89.8%が18歳 か ら21歳 までで占め
られていることか ら,高 校を卒業 してか ら直ぐに専門学校 に入学 した学生,も しくは,1～2
年後に入学した学生であるとわかる。職業では,全 体 として社会人が33.7%,ア ルバイ ト・パ
ー トタイマーが13 .3%,学 生が42.2%と なっている。 このことから通信教育受講生は大 きく,
社会人やアルバイ ト・パー トタイマーの仕事に従事 している者 と,学 生つまりWS生 の2群 か
らなっていることがわかる。WS生 の通 う専門学校種 としては,教 育 ・社会福祉系専門学校が
46.5%,次 いで医療系専門学校が40.8%と なっている。また,最 終学歴では,全 体で高校卒業
が66.9%,専 門学校卒業が23.0%で あった。




などが考えられる。 また,女 性では結婚や出産を契機に仕事を辞め,そ れか ら通信教育に参加
するというケースが見 られた。
【受講目的 ・動機】
全体 として回答の割合が高い動機 ・目的は 「学歴を得 るため」(19.9%),「 資格を取得するた
め」(18.2%),「 幅広い知識 を身につけるため」(15.3%),「 専門知識 ・技能を習得するため」
(10.7%)で あった。また,一 般学生では 「資格を取得するため」と 「学歴 を得るため」が同じ
一119一
生涯学習機会における学習者の参加を支援するシステムの構築についての方策(高 橋 一夫)
ウエイ トを占めているのに対し,WS生 では 「学歴を得るため」が高い傾向がみられた。
動機 ・目的では 「就職活動を有利にするため」 という項 目についてあてはまると回答 してい
る割合がWS生 に高いことか ら,就 職を前提に通信を受講 しているといえる。言い換えれば,
就職活動を有利にする学歴 を得るための手段 として通信を受講 していると考えられる。他方,
一般学生の受講動機 ・目的では,知 識の獲得や生 きがい ・生活の励みのため という傾向が強い
ことから,学 びたいとい う意思の表れと考えられる。学ぶという行為自体が 目的として捉えら
れているのである。 しか し,こ れには一般学生の57.7%が 社会人であ り改めて就職活動をする
必要がないために,WS生 よりも学習行為 自体に価値を見出せることも考慮 しなければならな
いといえる。
【受講動機 ・目的の達成度】
通信受講の動機 ・目的の達成について,「 達成されていると思う」 と回答 したものがWS生
10.3%,一 般学生33.5%で あり,仮 にこの設問を,日 々の学習活動に対する積極性が反映される
と考えれば,WS生 より,一 般学生の方に学習活動への積極性が表れているといえる。また,
受講動機 ・目的から受け取れるように,動 機 ・目的に学びたいという意思が反映されているこ
とも,一 般学生の方が動機や 目的に対 して達成感があることに関連するといえる。 また,別 の
観点から考えれば,WS生 は専門学校での授業に加えて通信講座を受講 しているためその負担
は大 きい。そのため,学 習活動が思 うようにはか どらず達成感が低いとも考えられる。また,
就職を有利にするための手段 として通信受講を考えている学生 にとっては,学 習内容への関心
が薄いこともあると考えられる。
【学習阻害要因】
表1か ら,一 般学生では 「仕事がいそがしい」ことと,「学習をはじめるには年 をとりす ぎて
いる」 と感 じていることが学習活動の阻害要因としてあげ られている。このことは一般学生の
57.7%が 社会人であ り,ア ルバイ トやパー トタイマーを加えると80.4%が 何 らかの職に従事 して
いることになるため,仕 事 による時間的な制約などが学習活動の阻害要因としてあげ られるこ
とがわかる。また,一 般学生は30歳 代23.6%,40歳 代18.2%,50歳 代5.0%,60歳 代0.9%と 全
体の約半数が30歳 以上であるため,WS生(全 体の98.7%が24歳 以下)な どの比較的若い年齢
層の学習者 とのギャップを感じ,年 齢が学習の阻害要因として感 じていることがわかる。他方,
WS生 では 「スクー リングの出席条件が厳しす ぎる」「入学手続きがわか りに くい」「時間が足
りない」といった制度や境遇に関する項目と,「過去の学習で成績不良だったので 自分 自身に自
信がない」「学習を行うだけの根気がない」「学習することに喜びを感じない」「学習 したいもの
や学習する理由がわか らない」 といった心理的な項 目を阻害要因としてあげている。このこと
からWS生 は,日 常の専門学校における授業と大学通信講座による過度の時間的な束縛や,ダ
ブルスクールを行うための複雑な履修登録手続きなどへの不満を感じていることが伺える。ま





ス クー リングの出席条件が厳 しす ぎる そ う思 う 20.6 14.2 29.5
どち らか とい えばそ う思 う 23.5 19.7
..
どち らか とい えばそ う思わない 25.9 31.7 17.9
そ うは思わない 30.0 34.4 23.8
N 374 218 156
自分 にあ った コー スが ない そ う思 う 8.4 7.0 10.3
どち らか とい えばそ う思 う 16.2 15.3 17.4
どち らか とい えばそ う思わない 27.6 25.1 31.0
そ うは思わない 47.8 52.6 41.3
N 370 215 155
入学手続 きがわか りに くい そ う思 う 16.5 10.2 25.2
どち らか とい えばそ う思 う 22.4 23.3 21.3
どち らか とい えばそ う思わない 25.1 22.8 28.3
そ うは思わ ない 36.0 43.7 25.2
N 370 215 155
時 間が足 りない そ う思 う 47.8 42.6 55.1
どち らか とい えばそ う思 う 31.5 33.8 28.2
どち らか とい えばそ う思わない 13.7 14.8 12.2
そ うは思わ ない 7.0 8.8 4.5
N 372 216 156
仕事がいそが しい そ う思 う 31.6 38.7 21.2
どち らか とい えばそ う思 う 24.3 31.6 13.7
どち らか とい えばそ う思わない 15.4 16.5 13.7
そ うは思わない 28.7 13.2 51.4
N 358 212 146
学習 をは じめ るには年 をと りす ぎている そ う思 う 4.8 6.9 1.9
どち らか とい えばそ う思 う 13.9 21.1 3.9
どち らか とい えばそ う思わない i5.3 19.3 9.7
そ うは思 わない 66.0 52.7 84.5
N 373 218 155
過去の学習で成績不良 だったので そ う思 う 13.2 7.8 20.6
自分 に自信が ない どち らか とい えばそ う思 う 21.8 20.7 23.2
どち らか とい えばそ う思わない 25.5 30.0 19.4
そ うは思 わない 39.5 41.5 36.8
N 372 217 155
学習を行うだけの根気がない そ う思 う 11.8 6.5 19.4
どち らか とい えばそう思 う 32.0 31.8 32.3
どち らか とい えばそ う思 わない 25.5 26.7 23.9
そ うは思 わない 30.7 35.0 24.4
N 372 217 155
学 習をす るこ とに喜 びを感 じない そ う思 う 10.4 2.8 21.2
どちらか といえばそう思 う 15.2 8.3 25.0
どち らか といえばそう思 わない 33.4 34.4 32.1
そ うは思 わない 41.0 54.5 21.7
N 374 218 156
学校や教室はなんだか縁遠い気がする そう思 う 5.4 3.2 8.4
どち らか といえばそう思 う 11.5 8.7 15.5
どち らか といえばそう思 わない 27.3 26.1 29.0
そうは思 わない 55.8 62.0 47.1
N 373 218 155
学 習 したい ものや学習する そう思 う 5.9 2.3 11.0
理 由がわか らない どち らか といえばそ う思 う 9.7 3.2 18.7
どち らか といえばそ う思 わない 26.1 26.9 25.2
そうは思 わない 58.3 67.6 45.1
N 371 216 155
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しくは 「どちらか といえば嫌いな方だった」 と回答 していることか ら,過 去の学習活動にたい
するイメージが拭 えず,心 理的な面で学習への不安感を持っていることがわかる。
【中学校 ・高校時代の学習活動】
中学校 ・高校時代の学習活動についての設問で 「好きだった」と 「どちらかといえば好きな
方だった」に回答 した者は,WS生 で32.6%,一 般学生で43.8%で あ り,「嫌いだった」 と 「ど





た」 といったものが多 くあげ られていた。これらの理由について一般学生 とWS生 に大きな違
いは見 られなかった。この学習活動が嫌いになった理由は,大 きく2つ に分類で きる。ひとつ
は,も ともと学習活動が嫌いだったわけではないが,受 験対策中心の授業内容についてゆけず
成績の評価 も低下 し,学 習活動 自体が嫌いになる場合である。またもう一方は,勉 強する意義
を見出せないために学習活動が嫌いになるという場合である。前者の理由から考えられること
は,学 校教育が受験 を最も大 きく捉 えているということである。個人の特性や興味 ・関心に適
した進路であるか否かを問わず,さ らに上の学校を目指すことが最 も価値のあることのように
すべての学生を巻 き込んで受験 というものに教育現場が傾斜 している状況があることを的確に
示している。そのため進学するために必要な科目の成績が低い ということは,必 然的にその学
生に対 して疎外感を与えることになる。例え何かに特別な才能を持っていたとしても,そ れに
対する評価 よりも進学するために必要な科 目の成績が低いとい うことが大きく捉えられてしま
うことになるのである。そのことは最終的に学生自身に自分はできない人間だという意識を与
えることに もな りかねない。そのことが学習活動に対する漠然 とした苦手意識を形成する原因
のひとつだと考えられる。
また,後 者の理由か ら考えられることは,現 在の学校教育では自分が何をしたいのかが見え
にくいとい うことである。その原因は様々に考えられるだろうが,進 学を前提にした受験対策
中心の教育のあ り方があげられるだろう。自己の特性や興味などに関係なく,と にか く進学す
ることが当た り前のように考えられているなかでは,と にか く勉強 し進学 しなければならない
と思わされてしまうといえる。そのような状況では,自 分は何 をすべ きか,自 分は何に興味が
あるのかなどということを考える余裕が持てない。そ して最終的には,な ぜ勉強するのかとい







学生59.3%),「 どちらか といえば学歴による差別はあると思う」(WS生35.7%,一 般学生36.2%),
「どちらか といえば学歴による差別はないと思 う」(WS生2.5%,一 般学生1.8%),「 学歴による
差別はない と思 う」(WS生0.6%,一 般学生0.9%),「 わからない」(WS生3.9%,一 般学生
1.8%)と いう結果が得 られた。このことからWS生 と一般学生の問で学歴差別に対する感 じ方
にほとんど差は無 く,全 員がお しなべて今の 日本社会では学歴による差別があると感 じている
のがわかる。
【現在の生活への満足度】
現在の生活に対する満足度についてで,「満足 している」 と回答 した者が,WS生 で8.9%,一
般学生で21.7%で あった。問8の 結果 と関連 して考えてみると,自 分自身に満足していない傾向
があるWS生 では,現 在の生活に対 しても満足 しているとはっきり肯定できず,「 まあ満足して




前節では一般学生 とWS生 の比較 をしたが,今 回調査を行ったところWS生 の回答パターン
において分散が大 きいことが認められた。そのため,WS生 群 には構造的に2群 構造があるの
ではないかと仮定し,そ こで,WS生 に存在すると思われる2群 を,大 きく学校適応群 と学校
不適応群の2つ のコーホー トに分類 し,そ れ らの相異点を明 らかにしたい。
まず,分 析にあたって様々な変数を一元的に投入するために,合 成変数を作成した。投入 し
たカテゴリーは,調 査質問紙の問2の 通信教育受講の動機 ・目的の達成度についての設問,問
3の 通信教育受講後の自分 自身の変化についての設問におけるポジティブな傾向を示す9つ の
項 目,問13の 現在の生活についての満足度である。
問2の 通信教育受講の動機 ・目的の達成度についての設問で 「達成されていると思う」にあ
てはまると回答した者は5点,「 どちらかといえば達成 されていると思う」と回答した者は4点,
「どちらともいえない」 と回答 した者は3点,「 どちらか といえば達成されていないと思う」 と
回答した者は2点,「 達成されていないと思う」 と回答 した者は1点 とした。
問3の 通信教育受講後の自分 自身の変化についての設問で,ポ ジティブな傾向を示す9つ の
項 目についてあてはまると回答 した者をそれぞれ1点,あ てはまらないと回答した者をそれぞ
れ0点 とした。
問13の 現在の生活に対する満足度についての設問で,「満足 している」に5点,「 まあ満足し
ている」に4点,「 どちらともいえない」に3点,「 やや不満だ」に2点,「 不満だ」に1点 を与
えている。そして,そ れらの合計点(最 小値2点,最 大値19点)か ら,得 点の分布表を作成し,
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得点の低い群を学校不適応群(N=35),得 点の高い群 を学校適応群(N=50)と した。 また,
得点が中程度の45.8%(N=72)は データが相殺 されて不明確になるため分析において棄却 し






これ らのことか ら,通 信教育受講の動機や目的が,自 律的 ・積極的なものであるほどダブル
スクールに対 して積極的な態度を示 し,学 校に対 しても適応 しやす くなると考えられる。その
反対に動機や目的が他律的 ・消極的なものほど,通 信受講に対 して意味や価値を見い出す こと
が難しく,学 校に対 しても不適応を起こすことが考えられる。
【通信教育受講後の自分自身の変化について1









学校適応群 学校不適応群 有意水準 全体
通信受講の動機 ・目的
幅広 い知識 を身につける 60.0 22.9 ** 38.2 59.3 ***
専門知識技能を習得する 46.0 14.3 ** 27.4 41.2 **
入格形成のため 8.0 2.9 5.7 19.9 ***
就職活動を有利にする 34.0 22.9 29.3 14.9 **
周 囲が勧 めるか ら 2.0 8.6 7.0 3.2 *
交流の輪を広げるため 22.0 5.7 * 14.6 12.2
生き甲斐や生活の励み 12.0 o.o * 6.4 27.6 ***
周 囲が勉強 しているか ら o.o 8.6 * 1.9 0.5
離職 ・転職 に備 えるため 2.0 2.9 1.9 10.0 **
地域 での活動 のため 10.0 o.o * 3.8 8.1 *
子育 てや家族 のために 2.0 o.o 0.6 3.6 *
キャ リアア ップのため 16.0 5.7 9.6 16.3 *
なんとな く 4.0 11.4 5.7 1.8 *






学校適応群 学校不適応群 有意水準 全体
変化
活発 になった 24.0 o.o ** 10.6 11.4
闘争心が強 くなった 6.0 4.2 4.3 1.9
自分 の人生 に 目的がで きた 36.0 4.2 ** 22.7 44.1 ***
自分 の将来 に自信が持て るようになった 14.0 4.2 5.7 12.3 *
何事 に も積極 的になった 16.0 o.o * 7.1 14.2 *
物事 に打 ち込めるようになった 20.0 o.o * 12.1 10.4
自分 の進路 選択 に疑 問を感 じるようになった 12.0 45.8 ** 23.4 18.0
勉 強がお もしろ くなった 26.0 4.2 * 12.8 43.1 ***
根気 強 くなった 24.0 o.o ** 13.5 15.6
自分はで きる人間だ と思 えるよ うになった 12.0 o.o * 6.4 7.1
p<.001***p<.01**p<.1*
ては,通 信教育で学ぶ内容は不本意なものとなり,進 路選択に対 しても疑問が生 じるようにな
ると考えられる。そのことが学校に対 して不適応を起こす原因になるといえる。
通信教育の聴講や大学卒業という学歴 を希望する専門学校生にとってダブルスクールとは非
常 に有効なものであるといえる。 しかし,通 信教育の受講を希望 しない専門学校生 にとってダ
ブルスクールは様々な負担 を強いる制度以外のなにもので もない。本来ダブルスクールは学生
の学習希望に応えるためのものであったのが,専 門学校 の経営戦略の都合によって行われてき











これ らのことから考えると学校不適応群 は,通 信教育の受講動機や目的が自律的なものより
他律的なものの方が強いため 「学習 したいものや学習する理由がわからない」と感 じていると
いえる。また,学 習することの意義が見いだせないため,通 信教育 を受講することが 「卒業ま
でにかかる時間が長す ぎる」,「自分にあったコースがない」,「学習をすることに喜びを感 じな
い」 といったことが苦痛に感 じられていると考えられる。加えて 「過去の学習で成績不良だっ
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表4
WS生 一般学生 有意水準
学校適応群 学校不適応群 有意水準 全体
学習阻害要因
(そう思 う+ど ち らか とい えばそ う思 う)
卒業までにかかる時間が長すぎる 32.0 55.9 * 48.4 42.2
スクー リングの出席 条件が厳 しす ぎる 52.0 65.7 58.3 33.9 ***
自分 にあった コースがない 22.0 45.7 * 27.7 22.3
入学 手続 きがわか りに くい 40.8 48.6 46.5 33.5 *
昼間のスクー リングでは出席がで きない 10.0 17.1 16.8 30.9 **
授業料などお金がかかりすぎる 72.0 94.3 * 80.1 73.9
時間が足 りない 81.6 85.7 83.9 76.3 *
家事 がいそが しい 22.7 24.2 25.7 35.3 *
仕事 がいそが しい 27.7 51.5 * 34.9 ・ ・ ***
育児がいそが しい o.o 7.1 * 2.3 19.3 ***
学習をは じめるには年 をと りす ぎてい る 4.0 11.8 5.8 28.0 ***
過去の学習で成績不良だったので自分に自信がない 34.0 52.9 * 43.9 28.6 **
学習を行うだけの根気がない 38.0 70.6 ** 51.6 38.2 *
学習をする ことに喜び を感 じない 28.0 74.3 *** 46.2 11.0 ***
学校や教室はなんだか縁遠い気がする 14.0 38.2 * 23.9 12.0 **






表5か ら 「自分には他の人と同じ程度に能力がある」でどちらかといえばそう思わない,「 自
分自身に満足 している」でそうは思わない,「 自分のすることはいつでも正 しいと思っている」
でそうは思わないの項 目で も学校不適応群の割合が高 くなっている。これらのことから,学 校
不適応群は社会に対 して不平等や理不尽さを感 じ,自 分 自身のことについては不満を持 ち,上
手 くことが進まないことに対 していらだちを覚えている傾向があるといえる。
また,学 校不適応群は 「自分 自身には他の人と同 じ程度に価値がある」の項 目でどち らか と
いえばそ う思、うと回答 した割合が適応群よりも高いことがわかる。このことは 「自分自身が他
者と同程度に能力がある」と思うことと,「価値がある」 と思うことでは異なるということを示
しているといえる。つまり,WS生 は自分の能力は他人 と同程度にあると思 ってはいないが,
価値が劣るとは思っていない。それは,WS生 は勉強ができることに価値 を置かずに,他 の部
分に重きをおいていることにつながっている。
以上のことか ら,WS生 のなかにも学校適応群と学校不適応群の2群 があ り,そ れらの特徴
には大 きな差異があることが明 らかになった。学校への適応 と不適応を分ける要因としては,
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表5
WS生 一般学生 有意水準
学校適応群 学校不適応群 有意水準 全体
自分には他の人と同じ程度に価値がある
そう思 う 24.5 20.0 26.6 37.9 **
どち らか といえばそう思 う 32.7 42.9 37.7 43.5
どち らか といえばそう思 わない 28.6 25.7 25.3 12.1
そ うは思わない 14.3 11.4 10.4 6.5
自分には他の人と同じ程度に能力がある
そ う思 う 18.0 14.3 18.1 24.9 ***
どち らか とい えばそ う思 う 34.0 22.9 30.3 45.1
どちらか とい えばそ う思わない 24.0 42.9 33.5 23.0
そ うは思わ ない 24.0 20.0 18.1 7.0
自分 自身に満足 してい る
そ う思 う 18.4 14.3 * 15.6 17.5 ***
どち らか といえばそう思 う 30.6 8.6 24.7 40.6
どち らか といえばそう思 わない 28.6 42.9 31.8 29.0
そ うは思 わない 22.4 34.3 27.9 12.9
自分のすることはいつでも正 しいと思っている
そ う思 う 8.2 11.4 9.7 3.7 *
どち らか といえばそ う思 う 24.5 14.3 21.3 30.1
どち らか といえばそ う思わない 32.7 22.9 35.5 36.1
そ うは思わ ない 34.7 51.4 33.5 30.1
就職する際の資格の効用について
よ り多 く持 って いる方が評価 されると思 う 40.0 37.1 38.2 27.6 *
必要 な資格がい くつか あれ ばよいと思 う 52.0 54.3 54.8 62.9
持っているに越したことはないがなくても問題はない 4.0 8.6 5.1 9.0
資格 は取 り立 てて必要 ない と思 う o.o o.o 0.6 o.o
わか らない 4.0 o.o 1.3 0.5
p<.001***p<.01**p<.1*
まず,学 習活動の動機 ・目的が明確か否か,ま た,そ の動機 ・目的が自律的か他律的なのかと
いうことがあげられる。そのことが学習活動に参加する姿勢 を積極的なものにするか消極的な
ものにするか決定するといえ,結 果的に学習活動の動機 ・目的の達成度に反映されている。
加えて,過 去の学習活動に対する印象も,学 習をすることに対 して喜びを感 じるか否かにつ
ながることか ら,学 校適応 ・不適応を分ける要因のひとつ として考えられる。
また,社 会における不平等に対する感 じ方や,自 分 自身についての価値観も大 きな影響 を与
えている。社会の不平等に対する不満が高 く,自 分 自身に満足できずにいる傾向が強いほど学
校に対 しても不適応をおこしている。また,他 者と同程度に価値があることを強く感じてお り,
努力とは無関係の偶然的で運命的な幸福 といえる運の要素に対 して期待する部分が大きい場合
も学校に対する不適応 を示す といえ,自 分に運がめ ぐってこないことへの苛立ちか ら起因して
いると考えられる。
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そこで各質問項 目か ら得 られた結果から,有 意水準が高いものを独立変数 とし,学 校への適
応 を従属変数と考え重回帰分析 を行った。
その結果から,一 般学生(表6)に ついては,「 自分 自身には他の人と同じ程度に能力がある」
とは思わないが,「 自分自身には他の人 と同じ程度に価値がある」と感 じてお り,「学習 したい




1自 分 には他の人 と同 じ程度に能力がある(そ うは思 わない) 213 0.321 0.002
2自 分 には他の人 と同 じ程度に価値 がある(そ う思 う) 214 一〇.309 0.004
3学 習 したい ものや学習する理 由がわか らない(そ うは思 わない) 216 0.1420.141
4学 習 をはじめるには年を とりす ぎている(そ うは思 わない) 218 0.1380.125
5周 囲が勉強 しているか ら(あ てはまる) 221 0.1320.147
6学 校 や教室はなんだか縁 遠い気 がする(そ うは思 わない) 217 0.1260.212
6自 分 にあった コースがない(そ うは思 わない) 215 0.1260.132
8育 児 がいそが しい(そ う思 う) 187 一〇.121 0.255
9学 習 を行 うだけの根気 がない(そ う思 う) 217 一〇.109 0.252





1専 門知識 ・技能 を習得す るため(あ てはまる) 157 0.222 0.031
2生 き甲斐 や生活 の励 みのため(あ てはまる) 157 0.191 0.052
3学 習 したい ものや学習す る理 由が わか らない(そ うは思 わない) 155 0.1890.056
3卒 業 までにかかる時 間が長す ぎる(そ うは思 わない) 155 0.1890.045
5周 囲が勉 強 しているか ら(あ てはま らない) 157 一〇.1450.090
5交 流 の輪 を広 げるため(あ てはまる) 157 0.1450.153
7授 業料 な どお金がかか りす ぎる(そ うは思 わない) 156 0.1430.147
8就 職活動 を有利 にす るため(あ てはまる) 157 0.121 0.167
9ス クー リングの出席条件が厳 しす ぎる(そ う思 う) 156 一〇.1190.221





また,WS生(表7)に ついては,学 習の動機 ・目的が 「専門知識 ・技能を習得するため」,
「生 き甲斐や生活の励みであるため」であ り,「学習したいものや学習する理由」が明確であ り,
「周囲が勉強している」 ことに無関係にとりくむほど,学 校へ適応することがわかった。








第2章 の調査結果をまとめると,専 門学校生,一 般学生を問わず,現 在の日本社会が学歴を
重視する風潮があると認識 しているといえる。そのため通信教育などの学習機会への多 くの
入々が参加 している。そのなかには,専 門学校に通いながら通信教育 も受講するというWS生
も多 く存在する。 ところが,WS生 の消極的な学習参加態度が目立つなどの指摘がされ,そ の
対応が課題 となっている。そこで問題 となるのが,こ れまでの視点が 「一般学生」,「WS生 」
といった大きな枠組みからだけでの捉 え方であ り,学 習者をより細かく捉 えるという認識が弱
かった点である。今回の調査でも,WS生 群 において学校適応群 と学校不適応群の2群 が存在
することが明 らかになったが,今 までのように学習者 をひとまとめにした捉 え方では,正 確に
学習者のニーズを捕 らえることが難しい。 これからの生涯学習機会 において重要な視点とは,
学習者個々人にまで注 目することであるといえる。
生涯学習機会に参加する学習者が増加 している今 日において,学 習者のニーズに合った学習
機会を提供す ることが重要になっている。 しかし,現 状では学習機会に参加 したいと考えてい
ても様々な要因か ら,実 際に参加することができない潜在的な学習者が多い。そのため,学 習
阻害要因を明らかにし,そ れ らを取 り除 く努力がより一層必要 となる。今後,個 性化や価値観
の多様化が進むなかで,学 習機会に参加する人々も様 々な学習要求や学習意欲を持つだろう。
そのような学習者に対応 していくためには,学 習者を個人個人として捉えてい くという視点が
重要になって くる。そのため今後は学習者を大きな視点で捉える一方で,ひ とりひとりの学習
者のニーズなどを把握 しで きる限 り対応するという2つ 方向からのアプローチが必要である。
個人の能力に応 じた学習機会の提供を実現するには,18歳 人口が減少 し様々な教育機関が構
造の転換期を迎えている現在が絶好の機会 といえる。その時の重要な視点として,各 個人の能
力における差異 をどのように捉 えるかがあげ られる。今までの学校教育という学習機会におい
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て は,あ る分 野 に つ い て の 能力 が 非 常 に優 れ て い た と して も,知 育 とい う点 で劣 っ て い る場 合
は評 価 さ れ に くか った 。 今 回の 調 査 で,中 学 校 ・高 校 時 代 の 学 習 活 動 に つ い て 好 きで あ っ たか,
嫌 い で あ っ た か を問 い,嫌 い で あ っ た者 に はそ の理 由 を 具 体 的 に記 述 して も らっ た 。 そ の 理 由
と して,「 で きる 人対 象 の授 業 だ った の でつ い て ゆ け ず 面 白 くな か っ た 」,「苦 手 な科 目や 興 味 の
持 て ない 科 目が あ っ た た め勉 強 へ の意 欲 を失 っ た」,「受験 の た め の授 業 につ い て い け な か った 」,
「記憶 力 の み 評 価 され た よ うに 感 じた の で」,「成績 が 良 くな か っ た た め 自信 を失 っ た」 とい った
も のが あ げ られ て い た が,こ の こ と は今 まで の学 校 教 育 で は,あ る 個 人 に対 す る 評価 が 一 側 面
で しか 行 わ れ て い ない こ と を表 して い る 。例 え何 か に対 して 優 れ た 能力 を持 っ て い た と し て も,
評 価 さ れ な か っ た の で あ る 。 しか し,学 校 教 育 が 知 育 を基 本 に置 い て い る こ とか ら,他 の 面 で
の 評 価 に は 限界 が あ る と い え る 。 そ の よ う な こ とか ら も評 価 が 多 元 的 にお こ な え る 生 涯 教 育 か
ら の ア プ ロ ー チ が 大 切 に な っ て くる。 そ の た め に は,私 達 の 意 識 を変 革 して い くこ と も必 要 だ
と い え る 。 今 まで の よ う に,知 識 の 多 寡 や 吟 わ ゆ る学 校 教 育 で の成 績 を基 準 と した 人 物 評 価 だ
け で は な く,多 くの 側 面 か ら人 物 を評 価 す る こ とが で き る とい う こ と を意 識 して い くこ とか ら
始 め る の で あ る 。 また,人 間 形 成 に大 き な影 響 を与 え る 学 校 教 育 段 階 にお い て,他 者 に対 す る
多 元 的 な 評 価 の仕 方 を身 につ け られ る よ う な教 育 も重 要 に な る。 また,も うひ とつ の 重 要 な視
点 と して,個 々 人 の 異 な る 能 力 を 相 互 補 完 的 に 人 間 関 係 の 中 で生 か し合 う と い う こ とで あ る。
自 己 の 能 力 を認 め て も らう こ とに よ り,人 間 は 自分 自身 に対 す る価 値 観 を形 成 す る こ とが で き
る の で あ り,ど ん な に有 能 な 人 物 で あ っ て も周 りに そ の 能 力 を認 め,信 じて い る 人 々が い な け
れ ば そ の 能 力 を発 揮 す る こ とは で きな い 。 お 互 い に 相 手 の 能 力 を 認 め 合 う こ とが で きれ ば,学
習 活 動 に 対 す る疎 外 感 を感 じる こ と もな く自分 自 身 に 対 す る評 価 も高 くな る とい え る。 今 後 は
他 者 に 対 す る評 価 基 準 を相 互 関係 の 中 で模 索 で き る よ うな 学 習 機 会 を 求 め て い く必 要 が あ る。
そ れ らの努 力 が,生 涯 学 習 機 会 に お け る 学 習 者 の参 加 を支 援 す る こ とにつ な が る とい え る。
注
(1)NHK放 送文化研究所編 『NHK学 習関心調査('82,'85,'88)報 告書 日本 人の学習 一成 人の学習
ニー ズをさ ぐる 一』 第一法規 出版,1990
(2)香 川 正弘編著 『生 涯学習概論 一生 き生 きとした学習主体 の形 成 一』東洋館 出版社,1992,小 池源吾,
第3章 生涯学習の機会,p36～37。 その他,教 育 と社 会階層 ・階級 との相互 関連 につ いて多 く先行研
究で分析 が されている。 また,ブ ルデ ューらの文化 資本 という概念 ・理論枠組 みか らの研 究(秋 山え
み 「成人の学習 ・文化活動 におけ る不平等構 造」生涯学 習 ・社 会教育学研 究第22号,1997)も され
てい る。
(3)RichardE.Peterson&Associates,QLifelongLearninginAmericasJOSSEY-BASS,1979,p424





資 料1:賓 問紙(資 料 用 に再構 成、一 部割 愛)





















問2,あ なたが佛教大学の通信を受講 しようと思った動機 ・目的は達成されていますか(ま たは達成 されそ うですか)。次のなかか らあてはまる番号にU
とつだけ○ をっけてください。
1.達 成 されている と思 う2.ど ちらか といえば達成されていると思う3.ど ちらともいえない
4.ど ちらかといえば達成されていないと思 う5.達 成 されていない と思 う
問3.佛 教大学の通信を受講してか らのあなたご自身の変化にっいてお伺いします。次のなかからあてはまるものを蠅 選び、その番号に○ をっけ
て くだ さい。
1,活 発 になった ,
4.自 分の将来に 自信が持てるよ うになった
7.仲 間や友人をつくりやすくなった
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問8.あ なたは、次 に示す考え方にっいて どう思いますか。各項目ごとに、4つ の尺度の うちか らあてはまるものを]吐2選 び、その数宇に○をつけて
ください。





4.成 功は努力よ り運の要素の方が強い と思う
5.自 分には他の人 と同 じ程度に価値がある
6.自 分には他の人 と同 じ程度iと能力がある


































問9.一 般的にいって、いまの 圓本の社会には学歴による差別があ ると思いますか。次のなかからご自身の考えに一番近い ものをひ とっ選び、その番号
に○をつけてくだ さい。
1.学 歴による差別はあると思 う2.ど ちらかといえば学歴による差別 はあると思 う3.ど ち らかといえば学歴による差別はないと思 う
4.学 歴による差別はないと思 う5.わ か らない
問13.あ なたは、全体として、現在の生活に どの程度満足 していますか。次の うちか らあてはまるものを吐2選 び、その番号に○をっけて ください。
1.満 足 している2.ま あ満足している3.や や不満 だ4.不 満だ5,ど ちらともいえない
に こか らは、あなたご自身についてお尋ねします。}





1.社 会人2.ア ルバイ ト・パー トタイマー3 .主 婦4,学 生
5.無 職6.そ の他()
Q4.①Q3で ⊥ 戯 会ム と答えた方に質問 します。ご職業は何ですか、下の()に ご記入下さい。
職業名()
Q5.①Q3で 蝋 と答えた方に質問します。 どのような学校に通っておられますか。次のなかからあてはまるものに○をっ けてくだ さい。
1.専 門学校 → ※ の のい れかに つ`て だ い




② もしよろ しければ、現在通ってお られる学校の名称を教 えて下さい
学校名()
Q6.あ なたが最後に行かれた学校はどちらですか。次のなかか らあてはまるものにOを つけて ください。また、中退か卒業の どちらかに も○をつけ
てください。
1.高 校(中 退 ・卒業)2.専 門学校(中 退 ・卒業)3.短 期大学(中 退 ・卒業)4.4年 制大挙(中 退 ・卒業)
5.そ の他()
Q7.あ なたの挙習活動のキャリアについて、下の欄にできるだけ具体的にご記入下さい。
例: → コ'ンピ ュー タ ー'企 に 1 → 大 → システムエ ンジニア して ム 、の
仕事 をする(4年 目)十 現在、佛教大学通信教育受講中。
(たかはし かずお 教育学研究科生涯教育専攻修士課程修了)
1999年10月15日 受 理
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